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概  要 

 
 
 

 
振動規制法施行状況調査によると、振動に係る苦情のうち建設作業に起因するものが全体の 6～7 割を占める状態は

長年続いており、対策技術の充実が求められている．筆者らは，地表面に設置するだけで低減効果を発揮する振動制御

装置として，振動系の開発を行っている．振動系は，基礎，バネおよびおもりから構成される．振動系に入力する波に

よっておもりが振動して二次的な波（二次波）が発生し，この二次波が入力波に干渉することで，特に振動系の固有振

動数において低減効果を発揮する．振動系は，設置位置を加振点近傍とすることで低減効果を向上できることから，油

圧ショベルなどで移動可能な形状とすることが望ましい．そこで，模型実験により振動系のおもりの質量と長さを変え

て低減効果を測定し，振動系の形状と低減効果の関係について検討した．また，振動系を1基設置した場合の低減効果

が得られる設置範囲と，2基設置した場合の離隔距離と低減効果の関係について検討したので結果を報告する．  
 

成  果 
 
 
 

 

 振動系のおもりの質量が大きいほど高い低減効果が得られる傾向を確認した．しかし，設置条件によって減衰が大

きくなると，低減効果が減少した． 
 振動系の長さが長いほど高い低減効果が得られる傾向を確認した． 
 振動系を伝播経路の中心に設置した場合だけでなく，振動系の端部が伝播経路から実換算で0.5～1.0 m離れた位置

に設置した場合でも，低減効果が得られることを確認した． 
 振動系を2基設置する場合，2基を近接させて設置するよりも，実換算で1.0～1.5 m程度の間隔をあけて設置した

ほうが低減効果は大きいことを確認した． 
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図－１ 模型実験状況 

図－２ 振動系のおもりの質量と低減効果の関係

図－３ 振動系の長さと低減効果の関係
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